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新春初出式 ◆○◇●◇○◆ 

今年の新春初出式は、1 月 8 日（木）曇り空で

寒い中、ならやまのメンバー60 名の参加を得て盛

大に行いました。 
先ず藤田会長より、今年の活動方針などの新年

の挨拶があり、その後各グループで仕事始めの活

動をする。11 時頃から餅つきを始め、白米・黒米

の２色のお餅４升を、老若男女入れ替わり立ち替

わりで搗き、熱々のきな粉餅とおろし餅を女性ス

タッフ総出で手際よく仕上げていただきました。

待ちかねた会員さん達が列をなし早速賞味。更に

黒米のおにぎりも作りました。 

ならやま産（セリ・ナズナ・ハハコグサ・ハコ

ベ・コオニタビラコ・カブ・ダイコン）で有名な

七草粥を大鍋満杯に炊き上げ振るまいました。 
「美味しい美味しい」の声があちこちで聞かれ、

瞬く間に完食して、今年も皆様の食欲に度肝を抜

かれた思いでした。 
今回も女性の皆さんに大変お世話になり有難う

ございました。また餅つき用具一式を、幹事の高

本さんからお借りしました。有難うございました。 
今年も忙しい年になりますが、健康に気を付け

て頑張ってください。    （冨井 忠雄） 

  進路ガイダンス報告   

1 月 18 日（日）午後、シニア自然大学校の修了

者を対象にした進路ガイダンスが鶴見緑地公園の

「陳列館」にて行われた。「奈良・人と自然の会」

からは藤田、塩本、木村（裕）、青木、辻本、足立、

宮崎、羽尻が入会勧誘のため参加した。 
年々修了者の人数が少なくなっている中で、何

とか一人でもこの会に来てもらうため、本年は本

会の会員の活動を撮った拡大写真を 20 枚ほど模

造紙に貼って視覚イメージに訴える作戦をとった。

（特に、写真の撮影では木村さん、沢山の枚数の

写真印刷では辻本さんにはお世話になった。） 
熱意溢れる説明の結果、14 名の方に連絡先を記

入していただいた。 

 今年の本会の進路ガイダンスは例年に比べて話

がしやすく、会の宣伝も大いにできたと思います

が、自然大学校の在校生が減ってきたことを思え

ば、今後は奈良市や生駒市など県下の行政機関と

の接触を増やし、もっと地元の人材を開拓してい

かなければならないと思いました。（羽尻 嵩） 
 


